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やリカレント教育（学び直し）といった言葉も

が、どのような学び方や働き方を求

「休学や留年、就職するまでの猶予期間などで自由な時間を持ってもよい」

％、女性ポストミ

5～8ポイント超

、「社会人になった後で学生に戻り、学び直すことも必要（全体 48.1％、男

社会人になってからの学びにも積極的な

「安定性を重視して仕事や会

「働きたくない、専

29.1％）」が高く

％、男性ポスト

「終身雇用制度」

一方で、男性のポストミレニアル、ミレニアルでは「より上

％）」が高く、上昇志

男女共に安定性を求める傾向は強まっていると考えられますが、

安定した中でもより高みを目指したい男性と、比較的現状維持志向の女性とで、男女差が出たと言えそうです。

      （単一回答）

と考えられ

やリカレント教育（学び直し）といった言葉も

が、どのような学び方や働き方を求

「休学や留年、就職するまでの猶予期間などで自由な時間を持ってもよい」

％、女性ポストミ

ポイント超

％、男

社会人になってからの学びにも積極的な

「安定性を重視して仕事や会

「働きたくない、専

」が高く、

男性ポスト

「終身雇用制度」

一方で、男性のポストミレニアル、ミレニアルでは「より上

％）」が高く、上昇志

男女共に安定性を求める傾向は強まっていると考えられますが、

安定した中でもより高みを目指したい男性と、比較的現状維持志向の女性とで、男女差が出たと言えそうです。 

（単一回答） 
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６．ポストミレニアル世代はわかりやすいスキル重視

キャリアアップ

 現在の職場についての満足度を聞いてみると、ポストミレニアル

も 9.8

間関係に恵まれている」、「仕事のやりがい」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」で

ニアル

アル、ミレニアルにとって、職場の雰囲気が満足度に与える影響は大きいよう

他の世代より高かった項目

で、ここでもチャレンジ精神が旺盛な面が見られました

 キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

「社外の人とのネットワーク」が上位

スキル

ストミレニアル

「MB

のミレニアル世代は、ゆとり教育を受けたこともあり、世界と比較して

ミレニアル

 

（図

 

 

 

（図 13） 働き方についての考え方（働き方やキャリアコースについて）

ポストミレニアル世代はわかりやすいスキル重視

キャリアアップ

現在の職場についての満足度を聞いてみると、ポストミレニアル

9.8％と、全体より高くなりました

間関係に恵まれている」、「仕事のやりがい」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」で

ニアルは「職場の人間関係に恵まれている」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」

アル、ミレニアルにとって、職場の雰囲気が満足度に与える影響は大きいよう

他の世代より高かった項目

で、ここでもチャレンジ精神が旺盛な面が見られました

キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

「社外の人とのネットワーク」が上位

スキル（全体 49.8

ストミレニアル

MBA や学位の取得」、「イノベーションスキル」、「ボランティア」

のミレニアル世代は、ゆとり教育を受けたこともあり、世界と比較して

ミレニアルは比較的

（図 14） 現在の職場の満足度

働き方についての考え方（働き方やキャリアコースについて）

ポストミレニアル世代はわかりやすいスキル重視

キャリアアップには「海外経験」、「

現在の職場についての満足度を聞いてみると、ポストミレニアル

％と、全体より高くなりました

間関係に恵まれている」、「仕事のやりがい」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」で

は「職場の人間関係に恵まれている」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」

アル、ミレニアルにとって、職場の雰囲気が満足度に与える影響は大きいよう

他の世代より高かった項目

で、ここでもチャレンジ精神が旺盛な面が見られました

キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

「社外の人とのネットワーク」が上位

49.8％、ポストミレニアル

ストミレニアル 62.1％、ミレニアル

や学位の取得」、「イノベーションスキル」、「ボランティア」

のミレニアル世代は、ゆとり教育を受けたこともあり、世界と比較して

は比較的現実的で、海外の

現在の職場の満足度

働き方についての考え方（働き方やキャリアコースについて）

ポストミレニアル世代はわかりやすいスキル重視

「海外経験」、「MBA

現在の職場についての満足度を聞いてみると、ポストミレニアル

％と、全体より高くなりました（図

間関係に恵まれている」、「仕事のやりがい」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」で

は「職場の人間関係に恵まれている」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」

アル、ミレニアルにとって、職場の雰囲気が満足度に与える影響は大きいよう

他の世代より高かった項目は「失敗を容認しチャレンジを促す風土（

で、ここでもチャレンジ精神が旺盛な面が見られました

キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

「社外の人とのネットワーク」が上位で

ポストミレニアル

ミレニアル 54.4

や学位の取得」、「イノベーションスキル」、「ボランティア」

のミレニアル世代は、ゆとり教育を受けたこともあり、世界と比較して

現実的で、海外の

現在の職場の満足度            

働き方についての考え方（働き方やキャリアコースについて）

ポストミレニアル世代はわかりやすいスキル重視 

MBA や学位の取得」、「イノベーションスキル」

現在の職場についての満足度を聞いてみると、ポストミレニアル

（図 14）。全体的に

間関係に恵まれている」、「仕事のやりがい」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」で

は「職場の人間関係に恵まれている」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」

アル、ミレニアルにとって、職場の雰囲気が満足度に与える影響は大きいよう

は「失敗を容認しチャレンジを促す風土（

で、ここでもチャレンジ精神が旺盛な面が見られました

キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

でした。ポストミレニアル、ミレニアルでは、

ポストミレニアル 62.6％、

54.4％）」の 2

や学位の取得」、「イノベーションスキル」、「ボランティア」

のミレニアル世代は、ゆとり教育を受けたこともあり、世界と比較して

現実的で、海外のミレニアル世代
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働き方についての考え方（働き方やキャリアコースについて）

 

や学位の取得」、「イノベーションスキル」

現在の職場についての満足度を聞いてみると、ポストミレニアル

全体的に満足である理由として上位に上がったのは、「職場の人

間関係に恵まれている」、「仕事のやりがい」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」で

は「職場の人間関係に恵まれている」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」

アル、ミレニアルにとって、職場の雰囲気が満足度に与える影響は大きいよう

は「失敗を容認しチャレンジを促す風土（

で、ここでもチャレンジ精神が旺盛な面が見られました（図

キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

ポストミレニアル、ミレニアルでは、

、ミレニアル

2つが高くなりました。また、ポストミレニアルは

や学位の取得」、「イノベーションスキル」、「ボランティア」

のミレニアル世代は、ゆとり教育を受けたこともあり、世界と比較して

世代と近い感覚を持っていると考えられます。

    （単一回答） 

働き方についての考え方（働き方やキャリアコースについて） 

や学位の取得」、「イノベーションスキル」

現在の職場についての満足度を聞いてみると、ポストミレニアル（14.1

満足である理由として上位に上がったのは、「職場の人

間関係に恵まれている」、「仕事のやりがい」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」で

は「職場の人間関係に恵まれている」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」

アル、ミレニアルにとって、職場の雰囲気が満足度に与える影響は大きいよう

は「失敗を容認しチャレンジを促す風土（全体

（図 15）。 

キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

ポストミレニアル、ミレニアルでは、

ミレニアル 60.2％）」、「社内での人間関係

高くなりました。また、ポストミレニアルは

や学位の取得」、「イノベーションスキル」、「ボランティア」なども高い傾向がみられま

のミレニアル世代は、ゆとり教育を受けたこともあり、世界と比較してのんびりした傾向があ

と近い感覚を持っていると考えられます。

 

 

や学位の取得」、「イノベーションスキル」、「ボランティア」

14.1％）の満足度が

満足である理由として上位に上がったのは、「職場の人

間関係に恵まれている」、「仕事のやりがい」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」で、特に

は「職場の人間関係に恵まれている」、「何でも話せる雰囲気や仕組み」が高い結果

アル、ミレニアルにとって、職場の雰囲気が満足度に与える影響は大きいようです。また、ポストミレニアルが

全体 10.4％、ポストミレニアル

キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

ポストミレニアル、ミレニアルでは、

」、「社内での人間関係

高くなりました。また、ポストミレニアルは

なども高い傾向がみられま

のんびりした傾向があ

と近い感覚を持っていると考えられます。

、「ボランティア」が強みと考える

満足度が最も高く

満足である理由として上位に上がったのは、「職場の人

特にポストミレニアル、

が高い結果でした。

です。また、ポストミレニアルが

％、ポストミレニアル

キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

ポストミレニアル、ミレニアルでは、特に「コミュニケーション

」、「社内での人間関係（全体

高くなりました。また、ポストミレニアルは

なども高い傾向がみられます

のんびりした傾向がありますが

と近い感覚を持っていると考えられます。

強みと考える 

高く、ミレニアル

満足である理由として上位に上がったのは、「職場の人

ミレニアル、

でした。ポストミレニ

です。また、ポストミレニアルが

％、ポストミレニアル 25.0％）

キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

特に「コミュニケーション

（全体 45.6％、

高くなりました。また、ポストミレニアルは「海外経験」、

す（図 16）。日本

りますが、ポスト

と近い感覚を持っていると考えられます。 

 

 

ミレニアル

満足である理由として上位に上がったのは、「職場の人

ミレ

ミレニ

です。また、ポストミレニアルが

％）

キャリアアップの強みとなると思うことは、全体では「コミュニケーションスキル」、「社内での人間関係」、

特に「コミュニケーション

％、ポ

「海外経験」、

日本

、ポスト


